
〈
参

考
文

 A
〉
田
中
鳴
舟
会
長
選
文
・
書
（
用
紙
40
×
90
㎝
以
内
、
タ
テ
・
ヨ
コ
自
由
）

●
自

運
〈

創
作
〉

部
　［
出
品
委
嘱
（
師
範
）］

こ
の
課
題
は
約
21
％
に
縮
小
し
て
い
ま
す
。
約
47
9％
に
拡
大
す
る
と
ほ
ぼ
原
寸
の
大
き
さ
に
な
り
ま
す
。（
作
品
例
）

本文をたて・よこに置き換えて作品化してもよい。

か
な

漢
字
楷
書

本
阿
弥
切

皇
甫
誕
碑

曼
殊
院
本
古
今
和
歌
集

九
成
宮
醴
泉
銘

高
野
切
第
三
種

孔
子
廟
堂
碑

寸
松
庵
色
紙

孟
法
師
碑

元
永
本
古
今
和
歌
集
下
〈
抄
〉

雁
塔
聖
教
序

高
野
切
第
一
種
　

褚
遂
良
法
帖
帳
集

関
戸
本
古
今
和
歌
集

集
字
聖
教
序

粘
葉
本
和
漢
朗
詠
集

趙
孟
頫
集
[元
]（
前
後
赤
壁
賦
な
ど
）

蘭
亭
十
三
跋

臨
書
部
参
考
古
典
・
古
筆

臨
書
部
の
参
考
と
な
る
古
典
・
古
筆
の
作
品
名
を
い
く
つ
か
示
し
て
お
き
ま
す
。

果
櫚
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
作
品
も
あ
り
ま
す
の
で
、
作
品
づ
く
り
に
役
立
て
て
く

だ
さ
い
。

ク ロ ス 詩 「 リ ュ ク サ ン ブ ー ル 公 園 で 」

『 世 田 詩 人 全 集 24 世 界 名 詩 名 訳 集 』 （ 新 潮 社 ）

本 文 は 現 代 表 記 に 改 め て い ま す 。

※ こ の 作 品 は 29
.7 × 42 ㎝ に 書 い て い ま す 。

榛 （ は し ば み ） 彼 方 （ む こ う ）

渡
辺
萩
渓
常
任
理
事
選
文
・
書
（
用
紙
A3
＝
約
29
.7
×
42
㎝
以
内
、
タ
テ
・
ヨ
コ
自
由
）

こ
の
課
題
は
約
21
％
に
縮
小
し
て
い
ま
す
。
約
47
9％
に
拡
大
す
る
と
ほ
ぼ
原
寸
の
大
き
さ
に
な
り
ま
す
。（
作
品
例
）

●
自

運
〈

創
作
〉

部
　［
出
品
委
嘱
（
師
範
）］
〈

参
考

文
 B
〉

※ こ の 作 品 は 29
.7 × 84 ㎝ に 書 い て い ま す 。

ヴ ェ ル ハ ー レ ン 詩 「 世 界 」 （ 上 田 敏　 訳 ）

央 （ な か ）　 譬 （ た と ） ふ れ ば　 彌 漫 （ び ま ん ）　

大 壮 観 中 （ だ い さ う く わ ん ち ゆ う ）

幾 千 萬 （ い く ち よ ろ づ ）　 何 （ い つ ）　

衆 星 （ し ゆ う せ い ）　 籬 （ ま が き ）　 園 生 （ そ の ふ ）

久 遠 （ く を ん ）　 住 （ ゆ ） き つ　 離 （ さ が ） り つ　

熾 烈 （ し れ つ ）　 大 旋 転 （ だ い せ ん て ん ）

火 爐 （ く わ ろ ）　 大 群 飛 （ だ い ぐ ん び ）　 焔 （ ほ の ほ ）



●
自

運
〈

創
作
〉

部
　［
出
品
委
嘱
（
師
範
）］

こ
の
課
題
は
約
25
％
に
縮
小
し
て
い
ま
す
。
約
40
0％
に
拡
大
す
る
と
ほ
ぼ
原
寸
の
大
き
さ
に
な
り
ま
す
。

〈
参

考
文

 C
〉

① も も し き や 古 き 軒
の き は

端 の し の ぶ に も

　 な ほ あ ま り あ る 昔 な り け り

② 人 も を し 人 も う ら め し あ ぢ き な く

　 世 を 思 ふ ゆ ゑ に 物 思 ふ 身 は

③ 風 そ よ ぐ な ら の 小
お が わ

川 の 夕
ゆ う ぐ れ

暮 は

　 み そ ぎ ぞ 夏 の し る し な り け る

④ 来 ぬ 人 を ま つ ほ の 浦 の 夕
ゆ う

な ぎ に

　 焼 く や 藻
も

塩
し お

の 身 も こ が れ つ つ

⑤ 花 さ そ ふ 嵐 の 庭
に は

の 雪 な ら で ふ り ゆ く も の

　 は わ が 身 な り け り

⑥ お ほ け な く 憂 き 世 の 民 に お ほ ふ か な

　 わ が 立 つ 杣
そ ま

に 墨 染 の 袖

⑦ み 吉 野 の 山 の 秋 風 さ 夜 ふ け て

　 故 里 さ む く　 衣 う つ な り

⑧ 世 の 中 は 常 に も が も な 渚 漕 ぐ

　 海
あ ま
士 の 小
こ

舟
ぶ ね

の 綱 手 か な し も

⑨ わ が 袖 は 潮
し ほ ひ
干 に 見 え ぬ 沖 の 石 の

　 人 こ そ 知 ら ね 乾
か は

く ま も な し

⑩ き り ぎ り す 鳴 く や 霜 夜 の さ 筵
む し ろ
に

　 衣 片
か た

敷
し

き ひ と り か も 寝 む

※ ① ～ ⑩ 『 か な 墨 場 辞 典 （ 和 歌 編 ） 』 よ り

※
こ
の
作
品
は
29
.7
×
84
cm
に
書
い
て
い
ま
す
。

三
浦
映
泉
常
任
理
事
選
文
・
書
（
用
紙
40
×
90
㎝
以
内
、
タ
テ
・
ヨ
コ
自
由
）

☆自運創作部・規定 1部の選文・手本はこの形式ですが、

『 百 人 一 首 』 の 歌



● 規 定 1 部

　 ［ 規 定 部 四 段 〜 準 師 範 ］

︿課題 E ﹀　　野本翠苑先生選文・書
	 （用紙 68 ×26㎝、タテ・ヨコ自由）

︿ 課 題 D ﹀　　 成 田 嵐 石 副 会 長 選 文 ・ 書

	 （ 用 紙 26 × 68 ㎝ 、 タ テ ・ ヨ コ 自 由 ）

こ
の
課
題
は
約
28
％
に
縮
小
し
て
い
ま
す
。
約
３
５
６
％
に
拡
大
す
る
と
ほ
ぼ
原
寸
の
大
き
さ
に
な
り
ま
す
。�

本
文
は
現
代
表
記
に
改
め
て
あ
り
ま
す
。

伊藤静雄「野の夜」『日本詩人選 18　伊藤静雄詩集』（小沢書店）
辿る（たどる）　仄か（ほのか）

こ
の
課
題
は
約
28
％
に
縮
小
し
て
い
ま
す
。
約
35
6％
に
拡
大
す
る
と
ほ
ぼ
原
寸
の
大
き
さ
に
な
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
本
文
は
現
代
表
記
に
改
め
て
あ
り
ま
す
。

室 生 犀 星 「 小 景 異 情 」

『 室 生 犀 星 詩 集 』 （ 新 潮 文 庫 ）



こ
の
課
題
は
約
31
％
に
縮
小
し
て
い
ま
す
。
約
325
％
に
拡
大
す
る
と
ほ
ぼ
原
寸
の
大
き
さ
に
な
り
ま
す
。

こ
の
課
題
は
約
31
％
に
縮
小
し
て
い
ま
す
。
約
325
％
に
拡
大
す
る
と
ほ
ぼ
原
寸
の
大
き

さ
に
な
り
ま
す
。

●
規
定
２
部
［
規
定
部
準
初
段
〜
三
段
］

〈
課
題 
F
〉
平
田
秋
蹊
常
任
理
事
選
文
・
書

　
　
　
　
　
　
　
　
（
用
紙
Ｂ
４
判
＝
約
36
・
4
×
25
・
7
㎝
、
よ
こ
4

4

に
使
用

4

4

4

）

近
藤
朔
風
「
ロ
ー
レ
ラ
イ
」

『
明
治
後
期
の
家
庭
唱
歌
』（
野
ば
ら
社
）

〈
課
題 

G
〉
渡
辺
萩
渓
理
事
選
文
・
書

　
　
　
　
　
　
　
　
（
用
紙
Ｂ
４
判
＝
約
36
・
4
×
25
・
7
㎝
、
た
て
4

4

に
使
用

4

4

4

）

中　

勘
助
「
わ
れ
ら
千
鳥
に
て
あ
ら
ま
し
」『
日
本
詩
人
全
集
18
』（
新
潮
社
）
よ
り

本文は現代表記に改めてあります。

一部をひらがなに変えています。
伝説（つたえ）　少女（おとめ）　巌頭（いわお）　口吟（くちずさ）ぶ
魔力（ちから）　魂（たま）　魔歌（まがうた）　謡（うた）う



こ
の
課
題
は
約
38
％
に
縮
小
し
て
い
ま
す
。
約
263
％
に
拡
大
す
る
と
ほ
ぼ
原
寸
の
大
き
さ
に
な
り
ま
す
。

こ
の
課
題
は
約
38
％
に
縮
小
し
て
い
ま
す
。
約
263
％
に
拡
大
す
る
と
ほ
ぼ
原
寸
の
大
き
さ
に
な
り
ま
す
。

●
規
定
３
部
［
規
定
部
４
級
〜
１
級
］

（
用
紙
Ａ
4
判
＝
約
29
・
7
×
２1
㎝
、
た4

て
に
使
用

4

4

4

4

）

〈
課
題 

H
〉
田
中
瑛
果
理
事
選
文
・
書

立
原
道
造
「
一
日
は
…
…
」
の
一
節
『
現
代
詩
文
庫
１
０
２
５　

立
原
道
造
』（
思
潮
社
）

本
文
は
現
代
表
記
に
改
め
、
一
部
を
ひ
ら
が
な
に
改
め
て
あ
り
ま
す
。

〈
課
題 

Ⅰ
〉
岩
間
鴻
舟
理
事
選
文
・
書

山
村
暮
鳥
「
小
曲
」『
山
村
暮
鳥
全
詩
集
』（
彌
生
書
房
）

本
文
は
現
代
表
記
に
改
め
、
一
部
改
行
し
て
い
ま
す
。



こ
の
課
題
は
約
44
％
に
縮
小
し
て
い
ま
す
。
約
230
％
に
拡
大
す
る
と
ほ
ぼ
原
寸
の
大
き
さ
に
な
り
ま
す
。

こ
の
課
題
は
約
44
％
に
縮
小
し
て
い
ま
す
。
約
230
％
に
拡
大
す
る
と
ほ
ぼ
原
寸
の
大
き
さ
に
な
り
ま
す
。

●
規
定
４
部
［
規
定
部
10
級
・
新
規
〜
5
級
］

（
用
紙
Ｂ
５
判
＝
約
25
・
７
×
18
・
２
㎝
、
た4

て
に
使
用

4

4

4

4

）

〈
課
題 

J
〉
槌
谷
秋
萌
理
事
選
文
・
書

山
村
暮
鳥
「
月
」『
日
本
詩
人
全
集
13
』（
新
潮
社
）

本
文
は
、
一
部
を
改
行
し
、
原
文
の
読
点
を
省
略
し
て
い
ま
す
。
現
代
表
記
に
改
め
て
い
ま
す
。

　〈課
題
文 

K
〉
河
村
秋
姸
理
事
選
文
・
書

山
村
暮
鳥
「
お
な
じ
く
」『
雲
』（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
）

本
文
は
現
代
表
記
に
改
め
、
一
部
を
ひ
ら
が
な
・
漢
字
に
変
え
て
改
行
し
て
い
ま
す
。



●
漢
字
１
部
［
規
定
部
準
初
段
〜
師
範
］

（
用
紙
Ｂ
５
判
＝
約
25
・
７
×
18
・
２
㎝
、
た4

て
に
使
用

4

4

4

4

）

〈
選
文
自
由
〉

〈
参
考
文 
Ｌ
〉
菊
池
智
泉
理
事
選
文
・
書

●
漢
字
２
部
［
規
定
部
10
級
・
新
規
〜
１
級
］

（
用
紙
Ａ
５
判
＝
約
21
×
14
・
８
㎝
、
た4

て
に
使
用

4

4

4

4

）

〈
選
文
自
由
〉

〈
参
考
文 

Ｍ
〉
高
橋
南
舟
理
事
選
文
・
書

選
文
の
時
間
の
な
い
方
は
、
こ
の
「
参
考
文
」
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

選
文
の
時
間
の
な
い
方
は
、
こ
の
「
参
考
文
」
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

王
蒙
「
閒
適
」
林
田
芳
園
編
『
墨
場
必
携　

明
詩
選
』（
書
藝
界
）

 【
注
】
こ
の
参
考
文
を
書
く
場
合
、
①
字
体
は

自
由
。
た
だ
し
新
字
体
・
旧
字
体
の
混
用
は
避

け
る
こ
と
。
②
楷
書
・
行
書
・
草
書
の
い
ず
れ

か
の
書
体
で
統
一
し
て
書
き
上
げ
る
こ
と
。

▼
用
紙
の
使
用
は
タ
テ
に
。

こ
の
参
考
文
は
約
51
％
に
縮
小
し
て
い
ま
す
。約
195
％
に
拡
大
す
る
と
ほ
ぼ
原
寸
の
大
き
さ
に
な
り
ま
す
。

こ
の
参
考
文
は
約
44
％
に
縮
小
し
て
い
ま
す
。
約
230
％
に
拡
大
す
る
と
ほ
ぼ
原
寸
の
大
き
さ
に
な
り
ま
す
。

緑り
ょ
く

楊よ
う

繫つ
な

ぐ
に
堪た

え
た
り
五ご

こ湖
の
舟ふ

ね

袖そ
で

は
東と

う
ふ
う風
を
払は

ら

っ
て
小し

ょ
う
ろ
う楼に
上の

ぼ

る

晴せ
い
じ
ゅ
と
お

樹
遠
く
青せ

い
し
ょ
う嶂に

浮う

か
ん
で
出い

で

春し
ゅ
ん
こ
う
あ
か
つ
き

江
暁
に
白は

く
う
ん雲
を
帯お

び
て
流な

が

る

古こ

今こ
ん

我わ
れ

は
愛あ

い

す
陶と

う

元げ
ん

亮り
ょ
う

郷き
ょ
う

里り

人ひ
と

は
称し

ょ
うす
馬ば

少し
ょ
う

游ゆ
う

負そ
む

か
ず
平へ

い

生ぜ
い

一い
っ
ぱ
い杯

の
酒さ

け

相あ
い

逢あ

っ
て
花か

　

下か

酔す
い

時じ

に
休き

ゅ
うす



こ
の
参
考
文
は
約
51
％
に
縮
小
し
て
い
ま
す
。約
195
％
に
拡
大
す
る
と
ほ
ぼ
原
寸
の
大
き
さ
に
な
り
ま
す
。

尾
上
紫
舟
の
う
た
『
か
な
墨
場
辞
典　

和
歌
編
』（
東
京
堂
出
版
）

星
野
麦
人
の
句
『
か
な
墨
場
辞
典　

俳
句
編
』（
東
京
堂
出
版
）

青
嵐
鷺
の
ゆ
く
へ
を
遠
眺

青
あ
ら
し
鷺
の
ゆ
く
へ
を
と
報
な
可
免

【
注
】
①
か
な
１
部
・
２
部
と
も
参
考
文
で
す
。
和
歌
・
俳
句
・
そ
の
他
何
を

書
い
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
②
か
な
作
品
風
に
仕
上
げ
て
く
だ
さ
い
。
③
参

考
文
を
書
く
場
合
、
漢
字
・
か
な
の
変
換
は
自
由
で
す
。
か
な
変
換
の
時
に

は
旧
か
な
・
新
か
な
の
混
用
を
し
な
い
こ
と
。
と
く
に
変
体
が
な
使
用
の
際

に
留
意
。
④
用
紙
の
使
用
は
タ
テ
に
。
着
色
は
自
由
。

臨
書
し
た
も
の
を
出
品
さ
れ
る
と
き
は
次
の
こ
と
を
厳
守
し
て

く
だ
さ
い
。（
な
お
、
臨
書
で
の
出
品
は
１
部
に
限
り
ま
す
。）

臨
書
作
品
の
場
合
は
、
原
本
の
コ
ピ
ー
を
添
え
、
コ
ピ
ー
の
表

面
の
わ
か
り
や
す
い
と
こ
ろ
に
「
古
筆
名
と
出
品
者
名
」
を
鉛

筆
で
記
入
し
、
一
緒
に
提
出
の
こ
と
。

●
か
な
１
部
［
か
な
部
初
段
〜
師
範
］

（
用
紙
Ｂ
５
判
＝
約
25
・
７
×
18
・
２
㎝
、
た4

て
に
使
用

4

4

4

4

）

〈
選
文
自
由
〉

〈
参
考
文 
Ｎ
〉
中
一
泉
流
常
任
理
事
選
文
・
書

●
か
な
２
部
［
か
な
部
4
級
〜
準
初
段
］

（
用
紙
Ａ
５
判
＝
約
21
×
14
・
８
㎝
、
た4

て
に
使
用

4

4

4

4

）

〈
選
文
自
由
〉

〈
参
考
文 

Ｏ
〉
薄
田
玲
泉
理
事
選
文
・
書

春は
る

の
谷た

に

あ
か
る
き
雨あ

め

の
中な

か

に
し
て
鶯

う
ぐ
ひ
すな
け
り
山や

ま

の
し
づ
け
さ

者
類
の
堂
尓
あ
可
る
支
雨
乃
中
に
志
て
う
久
ひ
す
啼
介
里
や
万
能
し
徒
遣
さ

こ
の
参
考
文
は
約
44
％
に
縮
小
し
て
い
ま
す
。
約
230
％
に
拡
大
す
る
と
ほ
ぼ
原
寸
の
大
き
さ
に
な
り
ま
す
。



村
上
鬼
城
の
句
『
か
な
墨
場
辞
典　

俳
句
編
』（
東
京
堂
出
版
）

●
か
な
3
部
［
か
な
部
10
級
・
新
規
〜
5
級
］

　
　
　
　
　（
競
書
用
紙
B
を
、
た4

て
に
使
用

4

4

4

4

）

〈
選
文
自
由
〉

〈
参
考
文 

Ｐ
〉
三
浦
映
泉
常
任
理
事
選
文
・
書

春は
る

の
雲く

も

一ひ
と

つ
に
な
り
て
横よ

こ

長な
が

し

は
る
の
雲
一
つ
尓
な
り
て
よ
こ
那
可
し

こ
の
参
考
文
は
約
73
％
に
縮
小
し
て
い
ま
す
。
約
137
％
に
拡
大
す
る
と
ほ
ぼ
原
寸
の
大
き
さ
に
な
り
ま
す
。

た
て
書
き
２
枚
組
み

●
手
紙
文
１
部
［
規
定
部
準
初
段
〜
師
範
］

（
用
紙�

Ｂ�

５
判
ま
た
は
Ｂ
５
判
以
下
の
便
箋
形
式
）

〈
選
文
自
由
〉

〈
参
考
文 

Q
〉
田
中
麗
秀
常
任
理
事
選
文
・
書

参
考
文
Ｑ
・
Ｒ
は
約
33
％
に
縮
小
し
て
い
ま
す
。
約
302
％
に
拡
大
す
る
と
ほ
ぼ
原
寸
の
大
き
さ
に
な
り
ま
す
。



〈
参
考
文 
R
〉
小
髙
桃
果
理
事
選
文
・
書

よ
こ
書
き
１
枚

【注】
• 手紙文１部・２部ともに参考文です。
• 文体は口語文（日常の現代語文）とします。
• 仮名表記は現代仮名遣いにこだわらず、旧仮名遣いでもけ 

っこうです。
• 体裁は実用的なものの範囲内で自由とし、一般的な書式で

仕上げてください。
• 用紙は縦に使用してください。罫線の有無は自由です。
• 行の字詰めは上記の通りでなくてもよい。
•手紙文１部の作品は、台紙（270×375㎜以内、色は自由）

に貼り付けて出品してください。
• 出品票一式を作品表面の左上にクリップでとめてください。

〈
た
て
書
き
・
よ
こ
書
き
に
つ
き
ま
し
て
〉

手
紙
文
１
部
は
、
た
て
書
き
文
章
は
２
枚
１
組
、
よ
こ
書
き
文
章
は
１
枚
作
品
ま

た
は
２
枚
１
組
で
出
品
可
。
た
て
書
き
文
章
１
枚
の
み
は
出
品
不
可
で
す
。

四
隅
を
軽
く
の
り
づ
け
し
て
く
だ
さ
い
。

両
面
テ
ー
プ
不
可
。

【
作
品
貼
付
例
】

〈
選
文
自
由
〉



●
手
紙
文
２
部［
規
定
部
10
級
・
新
規
〜
１
級
］

（
用
紙
ハ
ガ
キ
判=

約
14
・
8
×
10
㎝
、
た4

て
に
使
用

4

4

4

4

）

〈
選
文
自
由
〉

〈
参
考
文 

S
〉
山
内
珪
秀
理
事
選
文
・
書

こ
の
参
考
文
は
約
73
％
に
縮
小
し
て
い
ま
す
。
約
137
％
に
拡
大
す
る
と
ほ
ぼ
原
寸
の
大
き
さ
に
な
り
ま
す
。

こ
の
課
題
は
約
44
％
に
縮
小
し
て
い
ま
す
。
約
230
％
に
拡
大
す
る
と
ほ
ぼ
原
寸
の
大
き
さ
に
な
り
ま
す
。

●
筆
ペ
ン
１
部
［
筆
ペ
ン
部
推
薦
〜
師
範
］

（
用
紙
Ｂ
５
判
＝
約
25
・
７
×
18
・
２
㎝
、
た4

て
に
使
用

4

4

4

4

）

〈
課
題 

T
〉
田
中
鳴
舟
会
長
選
文
・
書

立
原
道
造
「
静
物
」「
立
原
道
造
詩
集
」（
岩
波
文
庫
）
よ
り



●
筆
ペ
ン
２
部
［
筆
ペ
ン
部
準
初
段
〜
五
段
］

（
用
紙
Ｂ
５
判
＝
約
25
・
７
×
18
・
２
㎝
、
た4

て
に
使
用

4

4

4

4

）

〈
課
題 

U
／
行
書
〉
多
田
溪
花
理
事
選
文
・
書

●
筆
ペ
ン
３
部
［
筆
ペ
ン
部
10
級
・
新
規
〜
１
級
］

（
用
紙
Ａ
５
判
＝
約
21
×
14
・
８
㎝
、
た4

て
に
使
用

4

4

4

4

）

〈
課
題 

V
／
楷
書
〉
田
尻
清
峰
理
事
選
文
・
書

「
ふ
じ
の
山
」『
日
本
の
う
た
』（
の
ば
ら
社
）
よ
り

こ
の
課
題
は
44
％
に
縮
小
し
て
い
ま
す
。
約
230
％
に
拡
大
す
る
と
原
寸
の
大
き
さ
に
な
り
ま
す
。

�

正
岡
子
規
の
句
『
俳
句
歳
時
記　

第
四
版
増
補　

春
』（
角
川
文
庫
）

も
ろ
こ
＝
コ
イ
科
の
淡
水
魚
で
体
の
細
長
い
小
魚
。

こ
の
課
題
は
約
51
％
に
縮
小
し
て
い
ま
す
。
約
195
％
に
拡
大
す
る
と
ほ
ぼ
原
寸
の
大
き
さ
に
な
り
ま
す
。



『
漱
石
句
集
』（
岩
波
文
庫
）
よ
り

こ
の
課
題
は
約
73
％
に
縮
小
し
て
い
ま
す
。約
137
％
に
拡
大
す
る
と
ほ
ぼ
原
寸
の
大
き
さ
に
な
り
ま
す
。

原
文
の
句
読
点
を
省
略
し
て
い
ま
す
。

●
通
信
教
育
部
［
通
信
教
育
受
講
生
・
修
了
生
］

（
用
紙
ハ
ガ
キ
判
＝
約
14
・
８
×
10
㎝
、
た4

て
に
使
用

4

4

4

4

）

〈
課
題
W
〉
田
中
鳴
舟
会
長
選
文
・
書

著作権につきまして
　「ペンの光」自由作品部ならびに全日本ペン書道展覧会出品作品等、ペン字作品
全般につきまして、著作権の遵守をあらためてお願いいたします。
　存命もしくは没後７０年未満の作家（訳者含む）の文芸作品（詩、小説）や歌詞
は著作権が保護されており作品の題材として引用し制作する場合は著作権者（著作
者本人または著作権継承者、著作権管理団体）の許可を得る必要があります。著作
物利用の申請手続きは、出品者各自が行ってください。許諾を得られた上でご出品く
ださい。許諾の得られていない出品作品は展示及び本誌に掲載できません。また、
著作権法に抵触した場合の損害賠償等は出品者が対応するものとし、主催者は一切
関与いたしませんのでご注意ください。

▶書籍を作品にされる場合
 日本文藝家協会　作品１件につき１，１００円（税込・著作権使用料）
 http://www.bungeika.or.jp/procedur.htm

▶音楽（歌詞）を作品にされる場合　
 一般社団法人 日本音楽著作権協会（JASRAC）作品１件につき
 ３，３００円（税込・著作権使用料）
 https://www.jasrac.or.jp/info/create/publish.html


